


調
査
は
住
民
基
本
台
帳
か
ら

無
作
為
抽
出
し
た
18
歳
以
上
の

市
民
１
０
０
０
人
を
対
象
に
行

い
ま
し
た
。

質
問
は
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
対
す
る
効
果
（
10
項
目
）、
事

業
全
体
に
対
す
る
賛
否
（
２
項

目
）、
回
答
者
自
身
に
関
す
る
こ

と
（
３
項
目
）、
自
由
意
見
欄

（
１
項
目
）
の
16
項
目
。
４
８
０

通
の
回
答
が
あ
り
、
回
収
率
は

48
％
で
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

に
つ
い
て
事
業
効
果
を
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
肯
定
派
（「
そ
う
思
う
」
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
の
合
計
）
が
最
も
多
か
っ

た
事
業
は
、
鳥
栖
駅
西
駅
前
広

場
整
備
事
業
で
「
駅
西
側
で
、

歩
行
者
も
車
も
安
全
に
通
行
で

き
る
効
果
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
人
が
81
・
９
％
で
し
た
。

次
い
で
、
鳥
栖
駅
東
口
設
置

調
査
事
業
で
「
駅
東
側
か
ら
の

鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
駅
西
側
の
混
雑

を
緩
和
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
人
が
81
・
６
％
。

鳥
栖
駅
周
辺
整
備
に
高
い
関
心

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
肯
定
派
が
最
も
少

な
か
っ
た
事
業
は
、
サ
ガ
ン
ト

ス
ド
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
補
助
事

業
で
「
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
の
観

市
は
平
成
18
年
３
月
、「
都
市
再
生
整
備
計
画
（
鳥
栖
駅
・
新
鳥
栖

駅
周
辺
地
区
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
平
成
18
〜
22
年
度

の
５
カ
年
。「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
と
い
う
国
の
交
付
金
制
度
を
活

用
し
、
市
内
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
に

つ
い
て
、
２
月
21
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
（
4
85
・
３
６
０
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.to

su.lg.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

調
査
の
方
法

鳥
栖
駅
周
辺
整
備
に

高
い
関
心

７
割
が

事
業
全
体
に
賛
成

事
業
を
税
金
で
行
う

こ
と
に
反
対
が
多
数

約
６
割
の
人
が

自
由
意
見
欄
に
記
入
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客
が
、
商
店
街
へ
回
遊
す
る
こ

と
に
よ
り
、
商
店
街
か
ら
の
購

買
の
促
進
と
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
人
が
40
・
２
％
で

し
た
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
と
考
え

る
人
の
割
合
も
29
・
４
％
と
最

も
多
か
っ
た
の
で
、
認
知
度
と
、

よ
り
一
層
の
事
業
効
果
の
向
上

が
必
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
と
そ

の
効
果
や
事
業
費
な
ど
を
踏
ま

え
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

全
体
へ
の
賛
否
を
尋
ね
ま
し
た
。

結
果
は
「
賛
成
」
70
・
０
％
、

「
反
対
」
27
・
７
％
、「
無
回
答
」

２
・
３
％
で
、
７
割
が
こ
の
事

業
に
賛
同
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
全

体
に
反
対
し
た
人
に
反
対
の
理

由
を
尋
ね
ま
し
た
。

結
果
は
「
本
事
業
は
実
施
し

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

税
金
で
行
う
こ
と
に
は
反
対
だ

か
ら
」
が
45
・
１
％
、「
そ
も
そ

も
本
事
業
の
必
要
性
が
な
い
か

ら
」
が
28
・
６
％
、「
事
業
費
が

高
過
ぎ
る
か
ら
」
が
22
・
５
％
、

「
本
事
業
に
興
味
・
関
心
が
な
い

か
ら
」
が
３
・
８
％
で
し
た
。

「
本
事
業
に
興
味
・
関
心
が

な
い
」
を
選
ん
で
い
る
割
合
は
、

女
性
が
７
・
３
％
、
男
性
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
事
業
に
反
対
す
る
女
性

の
約
半
数
（
47
・
８
％
）
が

「
税
金
で
行
う
こ
と
に
反
対
」
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
は

「
そ
も
そ
も
本
事
業
の
必
要
性
が

な
い
」
を
選
択
し
て
い
る
割
合

が
33
・
９
％
と
女
性
の
21
・

７
％
と
比
べ
て
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

自
由
意
見
欄
に
は
59
・
４
％
の

人
が
記
入
し
て
い
ま
し
た
。

主
な
意
見
と
し
て
は
、
事
業
の

早
急
な
着
工
を
望
む
声
や
、
税
金

の
有
効
利
用
、
鳥
栖
駅
・
新
鳥
栖

（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備
に
寄
せ
る

期
待
、
交
通
渋
滞
の
解
消
、
歩
道

の
整
備
、
子
ど
も
が
安
全
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
公
園
の
整
備
、
防

犯
強
化
な
ど
に
関
す
る
意
見
や
要

望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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藤
木
に
は
「
八
の
坪
」「
十
の

坪
」「
三
十
六
」
な
ど
、
数
多
く

の
奈
良
時
代
の
条
里
制

※
１

に
ち
な

む
地
名
を
持
っ
た
田
ん
ぼ
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
藤

木
は
古
代
か
ら
開
け
た
集
落
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

藤
木
町
付
近
で
は
、
平
成
六

〜
十
二
年
度
に
か
け
て
鳥
栖
駅

東
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
環

と
し
て
、
発
掘
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
時
代

後
期
前
半
期
（
一
九
〇
〇
年
ほ

ど
前
）
に
造
ら
れ
た
環
壕
※
２

が
出

て
き
ま
し
た
。

環
壕
の
中
か
ら
は
大
量
の
土

器
が
出
土
。
こ
の
環
壕
の
様
子

か
ら
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
多

く
の
人
が
住
み
、
周
辺
の
拠
点

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
４
回
）

ム
ラ
の
成
り
立
ち
や
歴
史
を
調
査
③

市
で
は
鳥
栖
市
誌
第
三
巻
「
中
世
・
近
世
編
」
の
本
年
度

刊
行
に
向
け
て
、
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

調
査
・
執
筆
に
は
文
献
、
城
館
、
社
寺
な
ど
を
含
め
た
各

分
野
の
委
員
が
あ
た
り
、
鳥
栖
市
全
体
の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
現
在
の
町
区
に
つ
な
が
る
集
落
の
成
り
立
ち
や
歴

史
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
」
で
は
、「
藤
木
」
に
つ

い
て
調
査
・
執
筆
し
て
い
る
こ
と
を
、
引
用
・
参
考
に
し
な

が
ら
そ
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
市

誌
編
纂
係
（
4
85
・
３
５
４
８
）
へ
。

約300年前の藤木村の絵図

藤木町の中心部には古い集落の形が残る



と
な
る
よ
う
な
大
き
な
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
弥
生
時
代

後
期
に
な
り
鉄
製
品
が
広
く
普

及
し
、
広
い
平
野
部
を
耕
作
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。（
こ
こ
ま
で
は
第

二
巻
「
原
始
・
古
代
編
」
参
照
）

藤
木
遺
跡
で
は
、
中
世
の
溝

も
数
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
方
形
に
区
画
さ
れ
た
溝

が
あ
り
、
屋
敷
、
城
館
、
寺
院

な
ど
を
囲
ん
で
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
溝
か
ら
は
瓦
、

な
べ
、
か
ま
、
青
磁
類
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
以
前
は
藤
木
村
の

一
部
で
あ
っ
た
京
町
遺
跡
（
専

売
公
社
跡
地
）
で
も
、
中
世
の

集
落
跡
が
出
て
い
ま
す
。
火

鉢
・
木
製
品
や
外
国
産
の
陶
磁

器
類
が
多
く
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
市
」
が
開
か
れ
て
い

た
町
屋
跡
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

藤
木
氏
が
文
献
に
登
場
す
る

の
は
、
肥
前
国
各
地
を
領
有
し

て
い
た
綾
部
氏
の
系
図
か
ら
で

す
。
こ
の
系
図
に
「
肥
前
権
守

幸
通
」
と
い
う
武
士
が
綾
部
家

一
族
の
祖
で
あ
る
と
記
し
て
あ

り
ま
す
。
綾
部
一
族
は
藤
木
、

白
石
な
ど
を
は
じ
め
、
島
原
地

方
の
西
郷
、
小
浜
な
ど
を
領
有

し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

幸
通
の
注
記
に
「
肥
前
権
守

は
、
太
治
年
中
（
一
一
二
六
〜

三
一
）
に
、
肥
前
国
養
父
郡
綾

部
庄
大
進
房
之
跡
を
賜
わ
り
、

初
め
て
下
向
し
た
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
綾
部
一
族
は
「
幸
」

も
し
く
は
「
行
」
の
字
を
名
前

に
代
々
付
け
て
い
ま
す
。

苗
字
は
正
治
二
年
（
一
二
〇

〇
）
頃
の
文
献
に
「
綾
部
入
道
」

と
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
綾
部
を

名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

建
長
七
年
（
一
二
五
九
）
の
文

献
に
は
、「
藤
木
右
衛
門
尉
行
元

の
娘
」
と
「
藤
木
右
衛
門
の
四

男
行
重
」
と
い
う
名
前
が
出
て

き
ま
す
。
こ
の
頃
は
藤
木
と
も

名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

藤
木
右
衛
門
尉
行
元
は
養
父

郡
・
三
根
郡
・
高
来
郡
を
主
な

所
領
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
二

人
の
子
ど
も
は
「
肥
前
国
藤
木

村
屋
敷
・
名
田
」
と
「
宰
府
地
」

二
カ
所
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
争

っ
て
い
ま
す
。
宰
府
地
は
太
宰

府
の
守
護
番
の
際
、
寝
泊
ま
り

す
る
屋
敷
の
こ
と
で
す
。

室
町
時
代
の
文
献
「
太
宰
府

天
満
宮
安
楽
寺
領
の
目
録
」
に
、

観
応
三
年
（
一
三
五
二
）、
藤
木

は
御
家
人
に
押
領
※
３

さ
れ
て
い
る

と
の
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
来
は
安
楽
寺
の
領
地
な
の

に
在
地
武
士
が
実
際
的
に
は
支

配
し
て
い
た
様
子
が
想
像
さ
れ

ま
す
。
こ
の
武
士
は
お
そ
ら
く

藤
木
氏
に
つ
な
が
る
一
族
と
考

え
ら
れ
ま
す
。



バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
競
技
日
程

は
、
男
子
が
７
月
29
日
か
ら
８

月
１
日
、
女
子
が
８
月
３
日
か

ら
同
６
日
で
す
。

鳥
栖
市
民
体
育
館
を
メ
ー
ン

会
場
に
鳥
栖
高
校
体
育
館
、
鳥

栖
商
業
高
校
体
育
館
、
鳥
栖
工

業
高
校
体
育
館
、
基
山
町
総
合

体
育
館
、
み
や
き
町
中
原
体
育

館
の
６
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
は

各
56
チ
ー
ム
が
参
加
予
定
で
す
。

佐
賀
県
か
ら
は
、
男
子
に
佐

賀
商
業
高
校
と
佐
賀
学
園
高
校

が
、
女
子
に
佐
賀
北
高
校
と
鹿

島
実
業
高
校
が
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

■
開
会
式
（
男
子
）

と
　
き
●
７
月
28
日
（
土
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
市
民
文
化
会
館

■
閉
会
式
（
男
子
）

と
　
き
●
８
月
１
日
（
水
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
市
民
体
育
館

■
開
会
式
（
女
子
）

と
　
き
●
８
月
２
日
（
木
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
市
民
文
化
会
館

■
閉
会
式
（
女
子
）

と
　
き
●
８
月
６
日
（
月
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
市
民
体
育
館

サ
ッ
カ
ー
の
競
技
日
程
は
７

月
30
日
か
ら
８
月
５
日
で
す

（
８
月
２
日
は
休
養
日
）。

鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
を
メ
ー
ン
会

場
に
鳥
栖
市
陸
上
競
技
場
、
鳥
栖

ス
タ
ジ
ア
ム
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

３
会
場
と
福
岡
県
内
５
会
場
の
合

計
８
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
競
技
に
は
55
チ
ー

ム
が
参
加
予
定
で
す
。

佐
賀
県
か
ら
は
佐
賀
東
高
校

と
佐
賀
学
園
高
校
が
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

■
開
会
式

と
　
き
●
７
月
29
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

■
閉
会
式

と
　
き
●
８
月
５
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

登
山
の
競
技
日
程
は
８
月
16

日
か
ら
同
19
日
で
す
。

河
内
町
に
あ
る
と
り
ご
え
荘

北
側
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

幕
営
地
会
場
と
な
り
ま
す
。

登
山
大
会
に
は
男
女
１
１
５

チ
ー
ム
が
参
加
予
定
で
す
。

佐
賀
県
か
ら
は
男
子
に
鳥
栖

工
業
高
校
と
三
養
基
高
校
が
、

女
子
に
三
養
基
高
校
が
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

■
開
会
式

と
　
き
●
８
月
16
日
（
木
）

と
こ
ろ
●
嬉
野
市
体
育
館

■
閉
会
式

と
　
き
●
８
月
20
日
（
月
）

と
こ
ろ
●
嬉
野
市
体
育
館

大
会
は
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
の
で
、
県
代
表
の
出
場
枠
は

お
お
む
ね
２
チ
ー
ム
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場
は
観
客

の
収
容
人
員
に
余
裕
が
無
い
た

め
混
雑
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

サ
ッ
カ
ー
会
場
は
比
較
的
余
裕

が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
県
代
表
選
手
へ
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
各
試
合
会
場
の

駐
車
場
は
市
外
か
ら
の
応
援
者

用
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※市政情報を拡大してお知らせします。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
７
月
28
日
（
土
）
か
ら

８
月
20
日
（
月
）
の
日
程
で
、
佐
賀
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

市
内
で
は
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
登
山
の
３

競
技
４
種
目
が
行
わ
れ
、
選
手
や
監
督
、
応
援
者
な
ど
合
わ

せ
て
約
５
万
人
が
訪
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
の
お
迎
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
高
校
総
体
推
進
室
（
4
85
・
３
６
５
７
）
へ
。バレーボール競技の県予選大会



年
金
は
、
平
成
９
年
の
基
礎

年
金
番
号
の
導
入
以
前
に
は
、

転
職
や
転
居
な
ど
で
１
人
が
複

数
の
年
金
番
号
を
持
つ
場
合
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
で

は
年
金
記
録
の
確
認
を
簡
易
・

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
１
人
１
番
号
の
基
礎
年

金
番
号
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
年
金
記
録
を
結

び
付
け
る
た
め
の
照
会
を
全
被

保
険
者
に
行
い
、
年
金
の
請
求

時
に
も
本
人
に
年
金
記
録
を
確

認
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
18

年
６
月
現
在
で
全
国
で
約
５
０

０
０
万
件
の
記
録
が
未
だ
に
基

礎
年
金
番
号
と
統
合
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
未
統
合
の
記
録
は
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま

ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び
つ
か
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
で
は
年
金
記
録

の
確
認
を
再
度
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
佐
賀
社
会
保
険
事
務

所
（
4
０
９
５
２
・
31
・
４
１
９

１
）、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
4

０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５
）
ま

た
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
4
０
１

２
０
・
６
５
７
８
３
０
）
へ
。

国
で
は
年
金
記
録
の
未
統
合

問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
対
応
策
を
進
め
ま
す
。

・
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
へ

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
順
次
送

付
し
ま
す

・
５
０
０
０
万
件
の
記
録
を
被

保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
記
録

と
突
き
合
わ
せ
、
未
統
合
の
記

録
が
あ
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

・
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記

録
が
な
い
場
合
に
は
領
収
書
な

ど
の
証
拠
が
な
く
て
も
、
銀
行

通
帳
の
出
金
記
録
、
元
雇
用
主

の
証
言
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、

第
三
者
委
員
会
で
判
断
す
る
仕

組
み
を
作
り
ま
す

・
５
年
の
時
効
を
超
え
た
場
合

で
も
全
額
支
給
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
（
特
別
法
が
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
）

現
在
、
市
役
所
で
開
催
し
て

い
る
社
会
保
険
出
張
相
談
は
、

年
金
相
談
の
待
ち
時
間
を
解
消

す
る
た
め
、
７
月
か
ら
予
約
制

に
よ
る
年
金
相
談
を
開
始
し
ま

す
。

相
談
日
時
●
毎
月
第
１
〜
４
木

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
同
３
時
（
祝
日
を
除

く
）

そ
の
他
●
代
理
人
が
相
談
す
る

場
合
は
「
委
任
状
」
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
10
月
以
降
は
完
全

予
約
制
に
な
り
ま
す

申
し
込
み
●
佐
賀
社
会
保
険
事

務
所
総
合
相
談
室
（
4

０
９
５

２
・
31
・
４
１
９
１
）
へ

「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
す
る
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
年
金
加
入

履
歴
を
確
認
で
き
ま
す
。
た
だ

し
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.sia.go.j

p

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
村
自
然
塾
九
州
で
体
験
学
習

夏
休
み
に
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
制
度
で
す
が
、
失
業
な
ど
の

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ

れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
７
月
か
ら
来
年
６
月

ま
で
の
免
除
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
国
保
年

金
課
年
金
保
険
係
（
4

85
・
３

５
８
３
）
へ
。

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制

度
に
は
、
法
定
免
除
と
申
請
免

除
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や

生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受

給
し
て
い
る
人
な
ど
が
届
出
を

行
う
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
申
請
免
除
は
、
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全

額
も
し
く
は
一
部
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

審
査
で
は
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
を

確
認
し
ま
す
。

免
除
額
は
所
得
に
応
じ
て
四

段
階
あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
の
ほ
か
、
保
険
料

の
四
分
の
三
、
二
分
の
一
、
四

分
の
一
を
納
付
す
る
と
残
り
の

保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る

一
部
免
除
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
30
歳
未
満
の
人

の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
（
所
得

審
査
は
世
帯
主
を
除
外
し
、
本

人
、
配
偶
者
が
対
象
）
も
あ
り

ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な
い

よ
う
、
保
険
料
の
追
納
を
お
勧

め
し
ま
す
。

市
村
自
然
塾
九
州
で
体
験
学
習

夏
休
み
に
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

法
定
免
除
と
申
請
免
除

30
歳
未
満
は
納
付
猶
予
も

こ
れ
か
ら
の
対
応
策

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

年
金
加
入
履
歴
を
確
認

予

約

制

の

年
金
相
談
を
開
始



市
で
は
競
争
入
札
で
公
用
車

（
市
長
車
）
を
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
契
約
管
財
課
（
4

85
・
３
５
１
５
）
へ
。

■
入
　
札

参
加
資
格
●
市
民
ま
た
は
市
内

事
業
者
。
そ
の
他
に
も
要
件
が

あ
り
ま
す

と
　
き
●
７
月
27
日
（
金
）
午

前
９
時
半
〜

と
こ
ろ
●
市
役
所
東
別
館
２
階

そ
の
他
●
入
札
説
明
書
を
７
月

２
日
か
ら
同
課
で
配
布

申
し
込
み
●
７
月
５
日
か
ら
同
20

日
ま
で
に
同
課
へ
。
た
だ
し
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
物
　
件

車
　
種
●
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
マ

イ
ル
ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
黒
、

平
成
14
年
４
月
登
録
）
▽
走
行

距
離
＝
約
９
万
３
０
０
０
km

公
　
開
●
７
月
５
日
か
ら
同
11

日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）。

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

で
、
場
所
は
市
役
所
北
側
車
庫

※
試
乗
で
き
ま
せ
ん

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
お
か
え
り
。」
で
す
。

「
温
か
く
人
を
受
け
入
れ
、

互
い
に
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
」「
犯

罪
や
非
行
の
問
題
、
立
ち
直
り

支
援
は
一
部
の
関
係
者
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
地
域
に
住
む

一
人
一
人
が
関
わ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
い
う

思
い
が
、
こ
の
言
葉
に
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
犯
罪
や
非
行

の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
法
務
省
が
主
唱
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

県
内
で
は
７
月
を
強
調
月
間

と
し
て
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
・
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
運
動
佐
賀
県
実

施
委
員
会
事
務
局
（
4

０
９
５

２
・
24
・
４
２
９
１
）
へ
。

市
村
自
然
塾
九
州
で
体
験
学
習

夏
休
み
に
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

市
村
自
然
塾
九
州
で
体
験
学
習

夏
休
み
に
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

高級感のある外観

カーナビゲーションも付いてます

※市政情報を拡大してお知らせします。



７
月
21
日
か
ら
同
31
日
ま
で

の
11
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
と
市
交
通
対
策
協
議
会
で

は
期
間
中
、
駅
前
広
報
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
行
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
建
設
課
管
理
係
（
4

85
・

３
５
９
８
）
へ
。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
●
守
ろ
う

交
通
ル
ー
ル
　
高
め
よ
う
交
通

マ
ナ
ー

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
●
夏
の
風

う
け
て
快
適
　
サ
ガ
ン
ロ
ー
ド

運
動
の
重
点
事
項
●
①
子
供
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
飲

酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶
③
自
転

車
の
安
全
利
用
の
促
進
④
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

ま
た
、
こ
れ
に
先
駆
け
、
７

月
２
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
、

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
、
自
転

車
安
全
利
用
促
進
パ
ネ
ル
展
を

行
い
ま
す
。
自
転
車
事
故
の
写

真
や
市
内
の
中
学
生
が
書
い
た

自
転
車
利
用
に
関
す
る
感
想
文

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
は
「
鳥
栖
市

少
年
少
女
体
験
学
習
事
業
」
の

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

同
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
村

自
然
塾
九
州
に
宿
泊
し
、
自
然

の
中
で
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
な

ど
学
校
生
活
で
は
で
き
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
、
生

き
る
力
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

夏
休
み
の
有
意
義
な
体
験
作

り
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
　
象
●
小
学
４
〜
６
年
生

と
　
き
●
８
月
22
日
（
水
）
・

23
日
（
木
）。
１
泊
２
日

と
こ
ろ
●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
村
自

然
塾
九
州
（
河
内
町
）

募
集
人
員
●
30
人
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
８
月
２
日
（
木
）、

午
後
６
時
半
か
ら
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
で
抽
選
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
抽
選
の
場
合
は
今

ま
で
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
人
を
優
先
し
ま
す

内
　
容
●
竹
細
工
作
り
、
み
そ

作
り
、
肝
だ
め
し
な
ど

参
加
料
●
１
人
４
０
０
０
円

（
食
事
代
、
材
料
費
な
ど
を
含

む
）。
当
日
集
金
し
ま
す

申
し
込
み
●
７
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
、
同
委
員

会
生
涯
学
習
課
（
〒
８
４
１
―

８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１

１
８
番
地
4

85
・
３
６
９
４

6

83
・
０
０
４
２
）
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
。
申
込
用
紙
は

同
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
は
が
き
で
応
募
す
る

場
合
は
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
学
校
名
・
学
年
③
住
所
④

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
⑤
保
護

者
名
（
押
印
し
て
く
だ
さ
い
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

市
村
自
然
塾
九
州
で
体
験
学
習

夏
休
み
に
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
古
賀
武
（
曽
根
崎
町
、

亡
父
健
一
）
▽
久
保
将
与
（
姫

方
町
、
亡
夫
寛
）
▽
中
村
美
年

子
（
同
、
亡
義
母
ハ
ナ
ノ
）
▽

原
信
広
（
幡
崎
町
、
亡
父
擴
）

▽
寺
h
ア
サ
子
（
平
田
町
、
亡

夫
瑞
穂
）
▽
加
藤
晴
世
（
同
、

亡
父
富
男
）
▽
西
山
靜
生
（
酒

井
東
町
、
亡
妻
絹
江
）
▽
西
村

清
貴
（
鎗
田
町
、
亡
母
テ
ル
コ
）

▽
寺
h
一
典
（
弥
生
が
丘
、
亡

父
禮
三
）
▽
時
シ
マ
子
（
同
、

亡
夫
久
利
）
▽
園
田
泰
郎
（
田

代
外
町
、
亡
義
母
吉
松
ヨ
子
）

▽
中
川
玲
子
（
今
泉
町
、
亡
夫

直
之
）
▽
原
口
邦
規
（
江
島
町
、

亡
父
安
一
）
▽
篠
原
サ
ヨ
子

（
藤
木
町
、
亡
夫
澄
）
▽
野
田
和

子
（
神
辺
町
、
亡
夫
正
樹
）
▽

安
本
登
（
田
代
本
町
、
亡
母
ト

メ
）
▽
岡
本
賢
一
（
萱
方
町
、

亡
母
ミ
イ
）
▽
久
保
貞
己
（
轟

木
町
、
亡
父
勇
）
▽
執
行
孝
典

（
三
島
町
、
亡
父
正
夫
）
▽
森
崎

和
子
（
真
木
町
、
亡
母
ハ
ツ
エ
）

▽
齊
藤
浩
章
（
佐
賀
市
、
亡
父

冨
美
男
）
▽
中
山
章
夫
（
蔵
上

町
、
亡
母
照
代
）市

立
図
書
館
へ

▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ス
テ
ー
ジ

セ
ッ
ト
ほ
か
…
ふ
じ
の
き
動
物

病
院
（
獣
医
師
・
野
瀬
正
勝
）

市
内
各
中
学
校
へ
▽
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
１
６
０
個
…
久
光
製
薬
株
式

会
社
（
代
表
取
締
役
社
長
　
中

冨
博
隆
）

市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
▽
１
万
１
７
６
３
円
…
糸
山
誠

子
（
原
町
）
▽
２
万
１
１
０
０

円
…
門
司
港
名
物
バ
ナ
ナ
節
保

存
会
▽
鯉
の
ぼ
り
一
式
…
節
句

の
栄
屋
（
宿
町
）

交
通
遺
児
へ

▽
21
万
６
４
４
８
円
…
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
労
働
組
合
久
留
米
支
部

（
鳥
栖
分
会
長
・
清
水
幸
雄
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
10
万
円
（
鳥
栖
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
へ
指
定
）
…

松
高
照
枝
（
本
町
）

市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
▽
１
万
４
３
０
０

円
…
第
３
回
麓
地
区
親
善
ゴ
ル

フ
大
会

みそづくりの様子

市
村
自
然
塾
九
州
で
体
験
学
習

夏
休
み
に
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動





久しぶりに再会した家族と一緒に



皆
さ
ん
に
超
気
持
ち
良
い
こ

と
を
お
教
え
し
ま
す
ね
。

そ
れ
は
市
民
公
園
で
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
で
す
。
皆
さ
ん
に
も

っ
と
市
民
公
園
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
、
今
回
は
市

民
公
園
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
公
園
（
宿
町
、
蔵
上
町
）

は
鳥
栖
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
16
・
９
ha
に
も
及
ぶ
広
大

な
公
園
で
す
。

敷
地
内
に
は
体
育
館
、
多
目

的
ホ
ー
ル
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、
相
撲
場
、

陸
上
競
技
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
週
末

に
な
れ
ば
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
行
う
に
は
申
し
分
の
な
い

広
さ
が
あ
り
、
毎
日
、
多
く
の

人
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

か
く
言
う
私
も
そ
の
一
人
。

こ
こ
は
視
界
を
さ
え
ぎ
る
建
物

が
少
な
い
の
で
、
青
い
空
に
山

の
稜
線
、
夕
焼
け
、
高
い
月
、

星
座
を
眺
め
な
が
ら
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
め
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
続
け
て
い
て
困
る
こ
と
が
、

雨
の
日
と
暑
い
日
。
で
も
、
市

民
公
園
な
ら
大
丈
夫
で
す
。
多

目
的
ホ
ー
ル
に
は
各
種
ス
ポ
ー

ツ
マ
シ
ン
が
取
り
そ
ろ
え
ら
れ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

※

が
あ

る
の
で
、
そ
ん
な
日
は
そ
ち
ら

で
日
ご
ろ
使
っ
て
い
な
い
筋
肉

を
喜
ば
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
運
動
し
た
」
と
い
う
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
心

身
共
に
健
や
か
に
な
る
こ
と
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
ん
な
こ
と
分
か
っ
て
い

る
け
ど
、
続
け
る
の
は
難
し
い

の
よ
ね
〜
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ

や
き
な
が
ら
読
ん
で
い
る
あ
な

た
。「
三
日
坊
主
」
で
い
い
そ
う

で
す
。
取
材
し
た
教
育
委
員
会

の
担
当
の
方
が
「『
三
日
坊
主
を

続
け
る
』
こ
と
が
大
事
！
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

正
し
い
姿
勢
で
歩
く
と
体
重

が
減
る
ば
か
り
で
な
く
、
骨
や

筋
肉
、
内
臓
や
神
経
に
掛
か
る

負
担
が
減
り
、
健
康
的
な
体
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
た
く

さ
ん
の
人
が
健
康
に
な
り
、
そ

の
結
果
ム
ダ
な
医
療
費
も
減
っ

て
、
節
税
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
歩
く
こ
と
は
自
分
が
自

分
に
与
え
て
あ
げ
ら
れ
る
「
癒

し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
パ
ー
ッ
と

外
に
出
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

「市民公園」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

※市民の皆さんでつくるページです。

緑がいっぱいの市民公園でウオーキングを
すると、とても気持ちがいいですよ！

「市民公園」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利

用
す
る
に
は
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
4
85
・
３
５
２
２
）
へ



■シルクロードの史跡探訪
鳥栖郷土研究会では８月25

日（土）から９月１日（土）
まで、中国・天山の峰々の北
側を通る「シルクロードの史
跡探訪」を行います。費用は
25万円程度。申し込みは７月
15日（日）までに同研究会事
務局（4090-5947-9204）へ。

■日本の美しい伝統文化を体験
七夕の短冊書き、浴衣の着

付けなど。対象は小学４～６
年生で、先着20人。７月28日
（土）８月４日（土）同11日
（土）の３回コースで、時間
は午後１時半～同３時半で
す。参加無料。会場は鳥栖北
公民館ほか。申し込みは７月
21日（土）までに市民劇団・
江崎（4090-9499-9565）へ。

■吟詠無料講習会
７月10日（火）同24日（火）

８月７日（火）同21日（火）、
午後７時～同９時、勤労青少年
ホーム。発声や発音を基本から
指導します。申し込みは鳥栖吟
詠会・伊藤（482-0115）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
4

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
警
備
員
（
江
島
町
）
…
64
歳

以
下
、
時
給
７
０
０
円

◎
整
備
お
よ
び
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
（
村
田
町
）
…
年
齢
不
問
、

時
給
７
０
０
円

◎
雑
務
員
（
宿
町
）
…
年
齢
不

問
、
時
給
８
０
０
〜
８
２
０
円

◎
倉
庫
内
軽
作
業
（
弥
生
が
丘
）

…
16
〜
60
歳
、
時
給
７
３
０
〜

８
５
０
円

◎
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
（
秋
葉

町
）
…
年
齢
不
問
、
時
給
７
０

０
円

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

賃
貸
住
宅
の
退
去
時
に

「
敷
金
が
返
還
さ
れ
な
い
」

「
高
額
な
修
理
代
を
請
求
さ
れ

た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
た
た
な
い
た
め
、
国
土
交

通
省
で
は
「
原
状
回
復
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す

（http://w
w
w
.m
lit.go.jp/jutak

ukentiku/house/torikum
i/kai

hukugaido.htm

）。

そ
も
そ
も
敷
金
と
は
賃
貸

借
契
約
の
終
了
時
に
、
家
賃

を
滞
納
し
て
い
た
り
、
室
内

を
傷
つ
け
た
の
に
原
状
回
復

を
し
て
い
な
か
っ
た
り
し
た

時
に
備
え
、
家
主
が
借
り
主

か
ら
担
保
と
し
て
預
か
る
お

金
の
こ
と
で
、
正
当
な
理
由

が
な
け
れ
ば
全
額
返
還
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

後
々
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
入
居

時
の
状
態
を
写
真
で
残
し
た

り
、
退
去
時
に
き
ち
ん
と
清

掃
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５
７
６
）
で
は
、
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
消
費
生
活
苦
情
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板



※子育て情報が満載です。



市
で
は
レ
イ
ン
ボ
ー
保
育
園

（
桜
町
）
に
委
託
し
て
、
病
後
児

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
後
児
保
育
と
は
、
子
ど
も

が
病
気
回
復
期
の
た
め
に
集
団

保
育
に
適
さ
な
い
場
合
に
保

育
・
看
護
す
る
こ
と
で
す
。
症

状
に
よ
っ
て
は
、
預
か
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
　
象
●
市
内
に
居
住
す
る
生

後
４
カ
月
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
児
童

定
　
員
●
１
日
２
人

利
用
時
間
●
午
前
７
時
〜
午
後

６
時
。
延
長
保
育
無
し

料
　
金
●
１
日
２
０
０
０
円
、

半
日
１
０
０
０
円
。
食
事
負
担

金
１
日
に
つ
き
３
０
０
円

申
し
込
み
●
同
園
（
4

84
・
０

１
２
０
）
へ

参
加
資
格
●
親
子
教
室
＝
市
内

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
▽
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
＝
市
内
小
学
生
。

１
チ
ー
ム
８
人
（
同
じ
学
年
）

と
　
き
●
８
月
19
日
（
日
）
午

前
８
時
〜

と
こ
ろ
●
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
北

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
弥
生
が
丘
）

参
加
費
●
無
料

申
し
込
み
●
８
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
4
85
・
３
５
２
２
）
へ

児
童
セ
ン
タ
ー
に
「
児
童
劇

巡
回
事
業
・
児
童
館
」
と
し
て
、

「
劇
団
風
の
子
」
が
来
館
し
ま
す
。

対
　
象
●
市
内
在
住
の
人
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

と
　
き
●
８
月
２
日
（
木
）
午

前
10
時
半
〜
同
11
時
半

と
こ
ろ
●
児
童
セ
ン
タ
ー
（
社

会
福
祉
会
館
内
）

定
　
員
●
２
０
０
人

入
場
料
●
無
料

申
し
込
み
●
７
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
（
4

85
・
３
６
１
６
）
へ

小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
＆
親
子
教
室

病
後
児
保
育
を
実
施

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

８
月
で
３
歳
を
迎
え
る
娘
が

い
ま
す
。
３
年
前
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
「
マ
マ
・
パ

パ
教
室
」
に
参
加
。
そ
こ
で
知

り
合
っ
た
方
と
と
て
も
親
し
く

な
り
、
子
育
て
を
し
て
い
く
中

で
、
と
て
も
頼
り
に
な
る
大
切

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
友
人
に
「
子
育
て
が
大

変
と
は
感
じ
た
こ
と
が
な
い
よ

（
笑
）」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
子
育

て
は
想
像
以
上
の
大
変
さ
で
し

た
。
自
由
な
時
間
が
な
く
、
娘

は
周
り
と
比
較
し
て
も
、
よ

く
泣
く
子
で
泣
き
始
め
る
と

１
時
間
く
ら
い
、
治
ま
ら
な

い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
娘
も
、
今
年
に
入

り
、
た
く
さ
ん
言
葉
を
話
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
随
分
と
、
手
が
か
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

来
春
、
幼
稚
園
に
入
園
予

定
で
す
が
、
う
れ
し
さ
反
面
、

今
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と

１
日
、
一
緒
に
過
ご
せ
な
く

な
る
と
思
う
と
寂
し
く
感
じ
ま

す
。「

子
ど
も
が
親
を
育
て
て
く

れ
る
…
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
そ
の
言
葉
通
り
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

娘
と
共
に
、
前
向
き
に
明
る
く
、

私
自
身
も
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
次
の
人
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
明
る
く
元
気

な
お
母
さ
ん
、
養
父
町
の
舟
木

る
み
さ
ん
で
す
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

執筆者の中島愛さんと長女・里菜ちゃん

「
に
っ
こ
り
ぽ
っ
か
り
座
」

公
演
無
料
招
待
！



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

市
で
は
鳥
栖
で
と
れ
た
野
菜

と
米
を
使
っ
た
「
エ
コ
・
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
　
象
●
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
父
親
の
参
加
も
歓
迎
）

と
　
き
●
８
月
３
日
（
金
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
１
時
半

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

定
　
員
●
親
子
15
組

参
加
費
●
無
料

そ
の
他
●
託
児
可

申
し
込
み
●
７
月
17
日
（
火
）

ま
で
に
環
境
対
策
課
（
4
85
・

３
５
６
１
）
へ
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選

対
　
象
●
鳥
栖
市
、
み
や
き
町
、

上
峰
町
に
住
む
人

と
　
き
●
７
月
19
日
（
木
）
・

８
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

正
午
（
２
日
間
通
し
た
日
程
で

行
い
ま
す
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
　
容
●
使
用
済
み
の
窓
ガ
ラ

ス
を
カ
ッ
ト
し
た
後
、
そ
の
ガ

ラ
ス
を
窯
で
熱
加
工
し
、
表
面

に
好
き
な
文
様
を
つ
け
ま
す

募
集
人
員
●
10
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
上
履
き
、

そ
で
口
の
細
い
長
そ
で
の
上
着

参
加
・
材
料
費
●
無
料

申
し
込
み
●
７
月
17
日
（
火
）

午
後
４
時
半
ま
で
に
同
プ
ラ
ザ

（
4
94
・
９
３
１
３
）
へ

と
　
き
●
８
月
17
日
（
金
）
・
同

21
日
（
火
）
・
同
24
日
（
金
）
・

同
28
日
（
火
）
・
同
31
日
（
金
）、

時
間
は
午
前
９
時
〜
（
受
け
付
け

は
午
前
８
時
半
〜
）

と
こ
ろ
●
市
民
プ
ー
ル

参
加
費
●
無
料

定
　
員
●
40
人
程
度

持
っ
て
く
る
も
の
●
水
着
、
タ

オ
ル
、
着
替
え
な
ど

そ
の
他
●
事
前
に
健
康
診
断
を

受
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
●
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
4
85
・
３
５

２
２
）
へ

と
　
き
●
９
月
13
日
（
木
）
ま

た
は
同
25
日
（
火
）
ど
ち
ら
も

午
後
１
時
半
〜
同
４
時
半
（
受

け
付
け
は
午
後
１
時
〜
）

と
こ
ろ
●
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
（
神
辺
町
）

受
付
期
間
●
８
月
１
日
（
水
）

か
ら
20
日
（
月
）
ま
で

申
し
込
み
●
県
危
険
物
安
全
協

４/15

12/22

12/19

7/1415

市などではキエフ・バレ
エ 団 公 演 を 開 き ま す 。
オーケストラの生演奏に

よる、チャイコフスキーの
名曲にのせて、｢くるみ割り

人形」全２幕を公演。ぜひ
ご来場ください。
と　き●12月19日（水）午
後６時開場、同６時半開演

ところ●市民文化会館
入場料●GS席12,000円、Ｓ
席10,000円、Ａ席8,000円。
全席指定、４歳以上有料

チケット販売開始日●７月
15日（日）午前10時～
（初日は電話受け付けのみ）
チケット取扱所●市民文化
会館、ローソンチケット
問い合わせ●市民文化会館　
（485-3645）

昭和３年に始まった勇壮
な鳥栖山笠は、６基の山車
と３基の子供山が「わっし
ょい！わっしょい！」の掛
け声とともに市街地を勢い
よく駆け抜けます。
沿道の皆さんの力水が引

き手に勢いを与えます。た
くさんのご声援をお願いし
ます。
詳しくは鳥栖山笠奉賛会

（鳥栖商工会議所内4 83 -
3121）へ。
と　き●１日目＝７月14日
（土）午後１時10分、鳥

栖八坂神社出発▽２日目＝
同15日（日）午後１時10分、
鳥栖八坂神社出発

４/15

12/22

12/19

7/1415

ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

お

米

を

使

っ

た

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

危
険
物
取
扱
作
業
の

保
安
に
関
す
る
講
習

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

（
水
中
運
動
）
教
室

今年の一番山は東町「唐獅子」

４/15

12/22

12/19

7/1415

三
神
地
区
農
業
共
済
組
合
推

薦
の
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
古
賀
平
次
郎
さ

ん
（
65
歳
、
立
石
町
）
が
６
月

１
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま
し

た
。農

業
委
員
は
農
業
者
の
代

表
と
し
て
、
農
地
の
売
買
や

転
用
の
許
可
、
農
地
紛
争
の

防
止
な
ど
広
く
農
業
に
か
か

わ
る
仕
事
を
し
ま
す
。

古賀平次郎さん



会
（
〒
８
４
０
―
０
８
４
３
佐

賀
市
川
原
町
８
―
27
佐
賀
県
石

油
協
同
組
合
内
4
０
９
５
２
・

22
・
７
３
３
７
）
へ
。
申
請
書

は
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事

務
組
合
（
4

85
・
０
１
１
９
）

に
用
意
し
て
い
ま
す

対
　
象
●
60
〜
64
歳
の
働
く
意

欲
の
あ
る
人

と
　
き
●
８
月
７
日
（
火
）
か

ら
10
月
20
日
（
土
）
ま
で
の
間

の
20
日
間
。
そ
の
他
に
実
習
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
や
時

間
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
4
84
・
３
１
４
７
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

受
講
料
●
無
料

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
へ

若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
は
次
の
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
4

84
・
６
１
２
２
）
へ
。

■
人
生
が
楽
し
く
な
る
「
笑
顔

講
座
」

と
　
き
●
７
月
13
日
（
金
）
午

前
10
時
〜

講
　
師
●
田
代
マ
キ
さ
ん
（
ス

マ
イ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

受
講
料
●
無
料

申
し
込
み
●
不
要

■
生
活
の
中
に
い
か
す
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー

と
　
き
●
８
月
10
日
（
金
）
午

前
10
時
〜

内
　
容
●
エ
ア
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ

ナ
ー
（
芳
香
剤
）
と
せ
っ
け
ん

を
作
り
ま
す

講
　
師
●
手
嶋
智
恵
美
さ
ん

（
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

材
料
費
●
１
０
０
０
円

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
エ
プ
ロ
ン
、

ビ
ニ
ー
ル
手
袋

申
し
込
み
●
７
月
９
日
（
月
）

午
前
９
時
以
降
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

と
　
き
●
９
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
の
全
４
回
。（
い
ず

れ
も
木
曜
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ
●
ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

受
講
料
●
２
０
０
０
円
（
資
料

代
）

定
　
員
●
約
20
人

申
し
込
み
●
８
月
22
日
（
水
）

ま
で
に
（
財
）
佐
賀
県
国
際
交

流
協
会
（
4
０
９
５
２
・
25
・

７
９
２
１
）
へ
。
当
日
必
着

不
良
債
権
処
理
の
影
響
で
離

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
の
再

就
職
支
援
対
策
が
「
雇
用
再
生

集
中
支
援
事
業
」
で
す
。

雇
用
調
整
を
行
う
事
業
主
が

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
と
、

雇
用
調
整
の
対
象
と
な
っ
た
人

に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
再
就
職
に

関
す
る
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
（
財
）
産
業
雇
用

安
定
セ
ン
タ
ー
（
4

０
９
５

２
・
27
・
０
７
２
８
）
へ
。

対
　
象
●
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人

加
入
で
き
る
事
業
主
●
建
設
業

を
営
む
人

制
度
の
特
長
●
国
の
制
度
な
の

で
安
全
・
確
実
。
掛
け
金
の
一

部
を
国
が
助
成
。
掛
金
は
全
額

非
課
税
―
な
ど

掛
　
金
●
日
額
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ
●
建
退
共
佐
賀
県

支
部
（
4
０
９
５
２
・
26
・
２

７
７
８
）

生

活

日

本

語

支

援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業

若

葉

よ

ろ

ず

塾

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

（
２
級
課
程
）
講
習
会



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
75
歳
以
上
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
以

上
）
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

新
し
い
医
療
制
度
で
す
。

制
度
を
運
用
す
る
「
佐
賀
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

で
は
11
月
中
旬
に
保
険
料
を
決

定
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
（
4

85
・
３
５
８
２
）
へ
。

対
　
象
●
市
内
の
小
学
５
・
６

年
生

と
　
き
●
８
月
６
日
（
月
）
か

ら
８
日
（
水
）
ま
で
、
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

内
　
容
●
福
祉
講
話
、
車
い
す

体
験
、
福
祉
施
設
の
研
修
な
ど

参
加
費
●
無
料
（
昼
食
は
用
意

し
ま
す
）

定
　
員
●
50
人

申
し
込
み
●
７
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
4

85
・
３
５
５
５
）
へ

と
　
き
●
７
月
24
日
（
火
）
か

ら
同
27
日
（
金
）
ま
で
の
４
日

間
。
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
県
鳥
栖
総
合
庁
舎

内
　
容
●
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
作
成

受
講
料
●
無
料

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
県
障
害
者

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
ゆ

め
く
れ
よ
ん
（
4

０
９
５
２
・

36
・
６
９
７
７
）

約18,000発の花火が２カ所で同時に上がります。
と　き●８月５日（日）午後７時40分～同９時10分（荒天
の場合７日、９日、11日に順次延期）
ところ●篠山会場＝久留米城跡下河川敷▽京町会場＝水天
宮下河川敷
問い合わせ●筑後川花火大会事務局（432-3207）

と　き●７月21日（土）午後０時15分～同８時半
ところ●ＪＲ基山駅前周辺
内　容●パレード、餅まき、綱引き大会、よか踊り大会
2007in基山。臨時売店なども多数出店
問い合わせ●基山町商工会（492-2653）

クロスロード
クロスロード

クロスロード

ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

参

加

者

募

集

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
決
定
は
11
月
頃



と
　
き
●
８
月
２
日
（
木
）
か

ら
同
９
日
（
木
）
ま
で

と
こ
ろ
●
県
農
業
大
学
校
（
佐

賀
郡
川
副
町
）

費
　
用
●
１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み
●
７
月
12
日
（
木
）

ま
で
に
農
林
課
（
4

85
・
３
５

６
３
）
へ

と
　
き
●
８
月
26
日
（
日
）
か

ら
12
月
16
日
（
日
）
ま
で
に
５

回
開
催
。
時
間
は
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
　

と
こ
ろ
●
林
業
試
験
場
（
佐
賀

市
大
和
町
）

内
　
容
●
森
林
の
手
入
れ
な
ど

基
礎
的
な
林
業
技
術
　

申
し
込
み
●
７
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
県
林
業
課
（
4

０
９
５

２
・
25
・
７
１
３
２
）
へ

市
で
は
平
成
20
年
４
月
に
開
校

す
る
弥
生
が
丘
小
学
校
の
校
章
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
締
め
切

り
は
７
月
20
日
（
金
）。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
教
育
委
員
会
総
務
課
（
4

85
・
３
６
９
１
）
へ
。

参
加
資
格
●
一
般
団
員
＝
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

で
、
事
前
研
修
会
に
参
加
で
き

る
人
▽
指
導
員
＝
高
校
生
以
上

と
　
き
●
８
月
17
日
（
金
）
か

ら
19
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ
●
鹿
屋
航
空
基
地
、
内

之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
な
ど

募
集
人
員
●
一
般
団
員
＝
40
人

程
度
▽
指
導
員
＝
若
干
名
。
先

着
順

参
加
費
●
一
般
団
員
・
指
導
員

と
も
２
万
４
０
０
０
円

申
し
込
み
●
往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
性

別
⑤
生
年
月
日
⑥
年
齢
⑦
学
校

名
・
学
年
⑧
保
護
者
名
を
記
入
・

捺
印
の
上
、
同
団
事
務
局
（
〒
８

４
１
―
０
０
０
５
鳥
栖
市
弥
生
が

丘
５
丁
目
２
８
８
番
地
　
松
隈
孝

司
方
4
83
・
３
１
９
２
）
へ

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事

務
組
合
で
は
次
の
と
お
り
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
同

事
務
組
合
総
務
課
（
4

83
・
７

９
９
４
）
へ
。

職
種
・
職
務
内
容
●
消
防
Ａ
・

消
防
Ｂ
・
消
防
Ｃ
＝
消
防
に
関

す
る
一
般
事
務
と
火
災
予
防
、

火
災
鎮
圧
、
人
命
救
助
な
ど

採
用
予
定
人
員
●
消
防
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
合
わ
せ
て
５
人

第
１
次
試
験
●
９
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
半
〜

受
付
期
間
●
８
月
１
日
（
水
）

か
ら
８
月
17
日
（
金
）
ま
で

市
は
次
の
業
者
を
指
定
工
事

店
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
施
設

課
（
4
85
・
３
５
４
４
）
へ
。

◆
（
株
）
辻
屋
（
杵
島
郡
江

北
町
大
字
下
小
田
３
３
８
１
―

１
、
６
月
１
日
付
）

市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税

鳥
栖
や
ま
び
こ
鹿
児
島

研

修

団

団

員

農
業
機
械
士
（
大
特
）

養

成

研

修

弥

生

が

丘

小

学

校

校

章

デ

ザ

イ

ン

下
水
道
工
事
店
の
指
定

林

業

教

室

消

防

職

員






